主催挨拶

　　　　　　　　　　新井淳一　日本経済新聞社　取締役副社長

　底這いを続けた日本の景気にも、ようやく回復の基調が出てまいりました。景気が上昇局面に入りますと、必ずや生じるのが資金需要。そのなかで資金調達の手法として近年大いに注目を集めているのが、本日のテーマとなっている市場型間接金融です。

　シンジケートローンなど複数の金融機関が参加されることによってリスクを分散できるこの手法は、その時々の経済動向に左右されない、いわば筋肉質の新しい金融システムの構築を可能にするものと大いに期待されています。一方、企業側にとっても、資金調達先の拡大とか柔軟な返済スケジュールが可能になるというメリットがあり、シンジケートローン市場に参加していること自体が積極的なＩＲ効果を生むともいわれております。

　日本のシンジケートローンの組成額は、1999年に４兆円強であったものが、2002年には約４倍の15兆円と、市場は順調に拡大を続けています。ところが、先輩格にあたるアメリカのシンジケートローンの組成額を見ますと、1991年に2000億ドル（22兆円）程度だったものが、昨年の2002年には約６倍の１兆2000億ドル（130兆円）。日本の規模の８倍から９倍にものぼります。ただ、日本の市場型間接金融の現状は、まさに90年代前半のアメリカの状況に酷似しており、これから大いに発展する可能性があると見るべきでしょう。

　本日のシンポジウムでは、日本銀行の福井総裁に基調講演１を、続いて信越化学工業の金児顧問に基調講演２をお願いしております。

　続くパネルディスカッションでは、企業側から伊藤忠商事の佐々木執行役員財務部長とコーナン商事の稲垣取締役執行役員財経部長、また学識者を代表しまして慶應大学の池尾教授、さらに金融機関からはゴールドマン・サックス証券のアトキンズ調査部金融調査室長の方々にご参加をいただいて、多面的な議論を展開していただく予定でございます。

　最後になりましたが、本日ご協賛をいただきました日本銀行金融市場局、経済産業省、金融庁、全国銀行協会の皆様に心より感謝を申し上げまして、主催者の挨拶にかえさせていただきます。

